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楕円形の銀河においても,長径を含む面内に塵が多い｡銀河間空間における塵に っ い て は
観測上の手掛りはない｡
惑星間壷や星を囲む雲の中の塵畔中心星の重力で引かれ る と 共 に , 中 心 星 の 光 の 圧 力 で
押される｡塵が小さいほど後者が強い｡青い明るい星の困りで は 特 に 光 圧 が 強 く , そ の 周
囲にある水素の電離領域には塵はほとんど存在しないと考えてよ い ｡ 塵 が 福 射 の 中 を 運 動
すると抵抗力を受ける(Poynting Robertson効果 )｡また塵 は 光 電 効 果 等 に よ っ て 帯
電 してお り,磁場 の中を運動するとローレンツ力を受ける｡これ ら の た め に 重 力 で 束 縛 さ
れている塵は角運動量を失い,中心星に向って落ちる｡中心星に近づ く と 温 度 が 上 り蒸 発
して小さくなるので,光圧で吹き飛ばされる｡
星の形成期には塵の役割は重要である｡塵が星間物質の冷却に効き雲 の 凝 縮 を 惹 き 起 す ｡

















a2 ng ～- 10-22cm-1 (2.2)
それ故-a= 011LL,ng～- 10-12cm-3 が一応の目安になるo
塵の光学的性質を知るには減衰度の波長依存性だけが必要なので,多くの観測値を規格
化して重ね合わすOその結果を図 1に示すO特徴的な事実は,Ca)可視領域ではA(i)α
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fF(A)Q(i)d1- /B(右 Tg)Q(i)dj (4.1)
から決る｡ここでB(右 Tg)はブランク関数,右辺の被積分関数が熱福射のスペク トル
を表わす｡吸収効率は屈按率の虚部kに関係 し,レ-レ-近似では













吸収や蒔射のスペク ト/レに見 られる山や谷は,塵の光学的性質を知る手掛 りを与える｡
C〉
2200Aや 10上之にある山はかなり狭いので, §2で述べた理由によりそれ らは多分物
性に原因するものと考えられる｡
物性は誘電率 8- 81- LIE2で表わされる｡異方性を考慮すると,偏極率は主軸の方








8が v2 (El- 1)2+ 822
3 人4 (LjEl+(ll Jj)〉2+ (LjE2)2
oab' - 芋 V
62
(Lj81+ (1- Lj)〉2+ (LjE2)2
(5.2)
(5.3)
扱収断面積が山をもつのは, 82の山 と,分母が小さくなる E1- 1- (1/ Lj)の点
であるo後者が山をっくるためには,そこで el< 0で 82は十分小 さくならねばならな
い｡一般に i2の山は E1-0に当り, el< 0はそれより短かい波長で起るo
E2の山は, (a)紫外領域では電子の遷移で,(b)赤外領域では格子振動の横波の振動
数 Q,Tで起る. El≦0で e2が小 さくなるのは,(C)紫外領域では電子のプラズマ振動
D




図4に示 した石墨の誘電率の測定値を見ると, f2の山は2800Aにある｡ i-2200A
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も - Elもかなり大きい値をもつ｡それ故 (5･3)の分母が効いてきて･ (4･2)の近
似で議論 してよいかどうかが問題である｡
このような吸収帯をもつ別の物質として SiCが提案されているOこれは 27cc/wL





























･m～ a,Ⅰ/ x qvH2 (6.1)
他方,塵には癒因のガスの粒子が衝突して,これによって整列が乱される｡ガスは主に
質量m,密安 n,温度Tの水素原子から成 り,大きさaの塵に対する衝突綬和時間は
Tc I 3Ⅰ/4a4n (2打mkT)yi (6.2)
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整列の度合はまず 丁/CとTmの比, ∂≡Tc/Tm に依存する｡次にガスの温度と塵の
温変Tgとの比が効 く.衝突を表わすパラメーターEを,整列が全 くないときに1,整列
が進むほど小さくなるように運ぶ と,
1+∂(T / T )
1+∂ ♂- Tc/Tm (6｡3)
Tg- Tで f-1になるのは,塵とガスとは熱平衡に達 し磁気エネ′レギーを熱に変える余
妙がなくなることを意味するo実際は Tg/T-0･1だから整列が起 り,軸 と磁力線との
間の角はほぼ幅Eの範囲に分布する｡
xp = q(Q'/Tg) と表わせば,整列に必要な磁場の強さは･ n-10,T= 100oK
として
H2 (βG)=
a (LL)Tg (oK) 1-f2
1010q f2- (Tg/T)
(6.4)

















Symposium N0.52 0nInterstellarI)ust and Related Topicsを参照され
たい｡惑星間塵にっいては,宇宙研の月 ･惑星シンポジウム報告 (1972)の筆者の報
告を参照されたい｡
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